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1968年スウェーデンで発案された競技をルーツとしたこのスポーツは
1978年にスウェーデン大使館を通して日本に本格的に導入し日本の施設
環境等に合わせて改良をし、普及活動を続けているニュースポーツです。
これまで「ユニホック」・「ユニバーサルホッケー」として全国で活動を
展開して参りましたが、2012年4月28日に統合し名称を「ネオホッケー」
としスタートをいたしました。
「危険防止」と「公平の原則」に留意し、危険を伴う行為を規制して
幼児～シニアの老若男女が一緒に出来る「みんなで楽しめるスポーツ」です。

ネオホッケーは、6人ずつのプレーヤーが2チームに分かれて、相手チームの
ゴールにプラスティック製のスティックを使って、プラスティック製の穴の開いた
ボールをシュートして得点を競う体育館で行う室内スポーツです。

幼児、青少年、社会人、現役を退いた高齢者の運動習慣の定着と健康の意識高揚を図るため、

健康づくりのための生涯スポーツを自主的な地域活動を通して普及させたいと考えています。

普及講習会・イベント等、各備品の購入（フェンス・ゴール・ゴールシート・スティック・ボール・

ブレードテープ）等、ネオホッケーに関するお問い合わせは下記までお願いします。

（一社）日本フロアボール連盟　ネオホッケー部門

　　普及委員長　本木　貴志 neohockey-fukyu@floorball.jp

090-3234-0580

ネオホッケーとは？
2025年度ver.

一般混成の部 幼児の部

中学生混成の部 小学生低学年の部　　
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